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本書は,第 1部の Planning,第2部の Execution
および第3部の SomePracticalApproac壬1とから
なる｡付録として,先進国と後進国との比較図表,檀
開発国の若干の経済指標,低開発国援助機関の表,ア
メリカおよびその他の諸国の低開発国援助概要,世界
銀行借款概要,中ソの経済援助概要,および計画評価
論があり,最後に経済計画に関する文献があげられて
いる｡
もともと本書は,低開発国における経済計画の立案
者のために書かれたものであり,低開発国の経済開発
理論ではない｡どこまでも,実際に具体的に経済計画
の設定と遂行に役立たしめようとするものであり,そ
の意味で,きわめて,わかりやすいように努力が払わ
れている｡
とくに本書の価値としては,このワリンスキー氏の
長い実際の経験がにじみでている点があげられる｡し
かも,かれが強調してやまないのはつぎの点にある｡
経済発展についての方式は決してひとつでない｡それ
ぞれの国のもつ条件や目的によって異なる｡しかし,
その成否は採用される目標 ･計画 ･プログラムおよび
政策の現実性と継続性に,資源が利用され,計画が運
営される効果性に,さらに事業の現実の困難性の認識
とそれにもとづいての事業の遂行の決意とにかかる｡
この決意は外国から与えられるものでなく,どこまで
もその国自身がくだきなければならない｡
わたくLは,この強調点はまさしくかれの多年の経
験の結論であるとの感銘をうける｡著者は,低開発国
の政策立案者が,この決意のもとに,この書物を読ん
でほしいと切望しているのだ｡
本書が詳しく述べている経済計画の設定と遂行につ
いては,原則的にわたくLには異論がない｡だが,檀
開発国の経済計画立案ならびに遂行にあたる トップ ･
レベルのものが,いかにして現実的 ･継続的に決意を
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